
1 

 

未来社会創造事業 探索加速型  

「超スマート社会の実現」領域 

年次報告書（探索研究期間） 

 

令和 2年度採択研究開発代表者 
 

［研究開発代表者名：間辺 利江］ 
 

  

［名古屋市立大学 医学研究科・准教授］ 
 

 

［研究開発課題名：感染リスク共存社会を支える CPSモデル意思決定支援基盤の構

築］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間 ： 令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 

 

 

令和 3年度 

研究開発年次報告書 



2 

 

§１．研究開発実施体制 
 

（１）「統括」グループ （名古屋市立大学） 

1 研究開発代表者：間辺 利江 （名古屋市立大学医学研究科、准教授） 

2 研究項目 

・新興感染症リスク共存社会システムの創出を支える意思決定基盤の開発 

・各グループの研究開発の統括 

・疫学・臨床・医学・人文科学的見地からの解析・評価 

・効率の良い情報発信・収集システムの開発と基盤の整備 

 

（２）「感染リスク共存地域モデルの設計１」グループ （宇都宮大学） 

1 主たる共同研究者：佐藤 栄治 （宇都宮大学 地域デザイン科学部、准教授） 

2 研究項目 

・新興感染症リスク共存社会システムの創出を支える意志決定基盤の開発 

・サンプル地区の都市空間データベースの整備 

・データ群の取得・研究利用の共同研究申請（東京大学空間情報科学研究センター） 

・既存人流データ群と将来的な都市空間変容とのパラメータ設定の検討 

 

（３）「感染リスク共存地域モデルの設計２」グループ （香川大学） 

①主たる共同研究者：鈴木 達也 （香川大学 創造工学部創造工学科、助教） 

②研究項目 

・地域における感染シミュレーション 

・人流データの集計方法開発 

・サンプル地区の人流データの時間帯別集計の可視化 

・集計データの人口集積度の表示形式や表示構造の検討 

 

（４）「感染流行数理モデル開発」グループ （大阪電気通信大学） 

1 主たる共同研究者：兼宗 進 （大阪電気通信大学 工学部電気機械工学科、教授） 

2 研究項目 

・感染流行監視・リスク情報提供システムに関する運用技術開発 

・感染流行予測の数理モデル構築と可視化 

・感染流行のパターン分析 

 

 

（５）「感染情報発信モデル開発」 グループ （名古屋市立大学） 

1 主たる共同研究者：川出 義浩 （名古屋市立大学医学研究科、特任准教授） 

2 研究項目 

・基地局を利用した地域モデルの形成 

・情報提供モデルとなる感染情報発信ステーションの設置および提供情報の検討 

 

（６）「疫学・人文社会学」 グループ （昭和薬科大学） 

1 主たる共同研究者：神林 弾 （昭和薬科大学 臨床薬学教育研究センター、助教） 

②研究項目 

・人文社会学的・医学的指標等を用いた感染重症者アルゴリズムの要因の可視化 

・COVID-19感染リスク地域の空間・時間解析によるによるデータ算出と発信方法の開発 

・COVID-19の臨床症状、治療効果、人文社会科学的リスク要因に関する文献評価 

・情報提供モデルとなる感染情報発信ステーションの設置および提供情報の検討 

・感染情報発信ステーションで行う新規システム開発の検討 
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（７）「医学・臨床」グループ（防衛医科大学校） 

1 研究担当者：藤倉 雄二 （防衛医科大学校病院、准教授） 

2 研究項目 

・COVID-19感染・重症化リスク算定アルゴリズムの開発 

 

（８）「IT」グループ１（ジーワン株式会社） 

1 研究担当者：中川 利治 （ジーワン株式会社 メディカルフロント事業部、CIO） 

2 研究項目 

・COVID-19流行監視・リスク情報提供システムの開発 

・ハザードマップと感染リスクアラート発信システムの開発 

・疫学情報発信システムの開発 

・各都道府県の感染リスクエリア表示システムの開発 

・情報発信ステーション向けデータ登録システムの開発 

・流行監視・流行予測の可視化と発信システムの開発 

 

（９）「IT」グループ２（株式会社エスアンド） 

1 研究担当者：小鹿 不二人 （株式会社エスアンド、代表取締役） 

2 研究項目 

・感染リスクに頑強な地域モデルの構築及び感染情報発信モデルのための各種媒体の作成 
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§２．研究開発成果の概要  

COVID-19 は発生から２年以上が経過するも、変異株の出現等新たな課題も出現し、未だ世界

的収束の目処はたっていない。このような状況下、社会・経済活動を維持・拡大するためには、一

人一人の〝感染リスク回避行動″が重要な感染防御の手段となる。本研究は、フィジカル空間で

実データ等を収集し、サイバー空間で AI やシミュレーション、数理解析等を駆使してデータを解

析・加工し、サイバー空間に感染リスク回避支援情報としてフィードバックする、というCPSモデルを

回す。これにより、新興感染症パンデミックに対して、医学・疫学・人文科学など学際的な視点から

感染・重症化要因を検討し『新興感染症の流行監視とリスク情報提供システム』を開発・発信し、

人々の感染リスク回避行動の為の意思決定を支援する。これにより新興感染症パンデミックに頑強

な社会の構築を目指す。 

令和 3 年度は、人々の行動変容を促す正しい情報と理解を促す情報発信基盤である「EID 

Research Resource Library（EID ライブラリー）」として、公表されている COVID-19感染者情報を使

用して、空間・時間解析やシミュレーション、数理統計解析を応用と、スマホの位置情報との連動に

より、感染リスクマップやリスクアラートを発信するスマートフォン向けアプリのプロトタイプを構築、試

験的運用を開始した。更に、感染状況の経時的変化に適合すべく、サイバー空間の強化・拡大を

図り、流行監視と感染予測についての検討と情報発信も開始し、EID ライブラリー Ver.２として発信

を開始した。 

アプリ情報にアクセスが困難な方々へは「感染症情報発信ステーション（EIDIS）」による情報提

供モデルを開発し、地域薬局の協力の下、試験的運用を開始した。 

COVID-19患者の臨床データによる重症化リスクの検討や、疫学的評価に基づく社会経済的背

景と感染リスクの関係を検討し、医学・臨床的視点と人文社会学

的視点の両者から、感染及び重症化アルゴリズムの構築の基礎

固めを行った。 
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